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「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら 

所
長 

 

田
中 

浩
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
年
度
七
月
に
市
内
小
中
学
校
教
員
を
対
象
に 

実
施
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
を
基
に
一
考
察
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
回
収
率
：
学
校
１
０
０ 

％
、
回
答
率    

％
：
１
１
７
３
人
） 

 

授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
率
を
見
る
と
、
小
学
校
教
員
で
は   

％
が
、

中
学
校
教
員
で
は    

％
が
「
活
用
し
て
い
る
」（
週
一
～
二
回
以
上
）

と
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
詳
細
を
各
機
器
の
活
用
率
で
見
て
み
る

と
「
パ
ソ
コ
ン
」
で
は
小
学
校
の    

％
が
、
中
学
校
で
は    

％
が

授
業
で
「
活
用
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

（
小: 

 
 

％
、
中: 

 
 

％
）
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
小: 

 
 

％
、

中:     

％
）
に
つ
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
と
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

 

そ
こ
で
、
小
中
学
校
の
活
用
率
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
小
学
校

で
は
「
パ
ソ
コ
ン
」（
入
力
）
と
「
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」（
出
力
）、

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
（
授
業
用
ソ
フ
ト
）
の
三
種
が
一
体
的
に
配
備

さ
れ
て
い
る
学
級
が
多
い
現
状
に
あ
る
。
一
方
、
中
学
校
で
は
「
パ
ソ

コ
ン
」
以
外
の
他
の
二
種
の
配
備
状
況
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
つ

ま
り
、
小
学
校
の
よ
う
に
「
入
力
機
器+
出
力
機
器
＋
授
業
用
ソ
フ
ト
」

が
セ
ッ
ト
で
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
率
は
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
た
、
質
問
①
「
現
在
よ
く
使
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
？
」
に
対

し
て
、
そ
の
活
用
率
を
み
る
と
小
学
校
で
は
高
い
順
に
挙
げ
る
と
「
パ

ソ
コ
ン
→
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
→
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」
と
な
っ
て
お
り
、

出
力
機
器
で
は
「
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」
の
活
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
質
問
②
「
今
後
使
い
た
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
？
」
に
対

し
て
は
、
小
学
校
で
は
高
い
順
に
「
パ
ソ
コ
ン
→
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
→

実
物
投
影
装
置
」
で
あ
り
、
出
力
機
器
と
し
て
「
電
子
黒
板
→
大
型
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
パ
ソ
コ
ン
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
」
は
こ
れ
ま
で
同
様
今
後
と
も
活
用
し
た
い
機
器
で
あ

る
が
、
今
後
は
新
た
に
「
実
物
投
影
装
置
」
や
「
電
子
黒
板
」
等
も
活

用
し
た
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
質
問
①
で
は
「
パ
ソ
コ

ン
→
Ｄ
Ｖ
Ｄ
録
画
再
生
機
→
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」
の
順
で
あ
り
、
出
力

機
器
と
し
て
は
「
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
→
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」
と
な

っ
て
い
る
。
質
問
②
で
は
「
パ
ソ
コ
ン
→
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
の
希
望

が
多
く
、
出
力
機
器
は
「
電
子
黒
板
→
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
に
加
え

て
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
電
子
黒
板
・
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の

活
用
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
次
回
へ
続
く
） 

 
   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那覇市立教育研究所 研究所だより 
那覇市金城 3－5－3 
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所 長 田 中  浩 三 

『国語教育』明治図書出版 

情緒的な国語科教育をしりぞけ、論理的な筋道

と伝統的な言語文化を日本の子どもひとりひと

りに教え、国語を正しく豊かに表現する力を育て

るため、言語技能を着実に駆使出来るような国語

科教育の内容と方法を毎月特集形式で提案する。 

10 月 15 日（月）に第 99 期研究員の「テー
マ検討会」が、23 日（火）に「項立て検討会」
が行われました。 

教育研究所では平成 25 年度教育研究員を募集しています。
詳しく募集要項でお確かめください。 

(那覇市立教育研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞまたは Desknet’s) 

【前期】第 100 期 平成 25 年 4 月 1 日 
～平成 25 年 9 月 30 日（６ケ月）

【後期】第 101 期 平成 25 年 10 月 1 日 
～平成 26 年 3 月 31 日（６ケ月）

11／７(水) 

洲 鎌 裕 子   与儀幼稚園   幼児教育 
仲 地   健    城北小学校   社 会 科 
石 川 広 美   城西小学校   国 語 科 
松茂良  尚哉   首里中学校   道  徳 

国仲指導主事 

内容については，まだまだ焦点化されておらず，漠

然とした部分に鋭いご指摘があったので，検証が可能

なのか，もう一度整理する必要があると感じた。さら

に，どの文章においても，言葉のズレや内容の整合性

など一つ一つ丁寧に見直し，同時にたくさんの著書や

先行研究等を読んだり，理論研究を深めていきたい。 

情
報
化
社
会
の
中
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
を

切
り
離
し
て
生
活
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
我
々
大
人
が
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
の

側
面
を
し
っ
か
り
伝
え
、
上
手
く

活
用
す
る
術
を
教
え
て
い
く
必

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

今
の
子
ど
も
達
は
，
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
普
段
の
生
活
に

活
用
し
て
い
て
、
そ
れ
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。 Ｈ

Ｐ
作
成
で
は
、
実
際
に
表
紙
や

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
リ
ン
ク
さ
せ
る

実
演
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
の
Ｈ
Ｐ

に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
は
学
校
で
も

少
し
ず
つ
Ｈ
Ｐ
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

講師;上地弘美先生 

自分が想像していた以上
に，子どもたちがネット社会
とつながりを持っていること
も知り，学校でもインターネ
ット利用時のモラルや注意事
項をきちんと把握して，伝え
ていかないといけないと強く
思いました。HP 作成も楽し
く行うことができました。思
ったよりも簡単にできるなぁ
という印象を受けました。 

研修で「メリット・デメ
リットの両方の側面を知
った上で情報・ネット環境
をどう上手く活用するの
か，また，困った時にどう
対応・解決するかを教える
ことが大事」とあった。私
たちの生活と情報社会は
ますます結びつきが強く
なることと思われる。まず
は自分が知らなければ子
ども達に教えることはで
きない。学ぶ必要性を強く
感じた。 
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図書室にて
貸 し 出 し し
ています♪ 
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